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従来の定説を覆す増殖装置を持つ RNA ウイルスの発⾒ 

 

ウイルスは、宿主細胞の中で遺伝⼦を複製することで増殖します。RNA ウイルス（コロナウイルス
やインフルエンザウイルスなどを含むウイルスの⼀群）は、ゲノムが RNA で構成されているウイルス
の総称で、RNA 依存性 RNA 合成酵素（RdRp）によりゲノムを複製します。RdRp は、すべての RNA
ウイルスが有しており、単⼀の遺伝⼦によって作られると考えられています。また、その構造や設計図
となる遺伝⼦配列は、これまでに知られている数千種の RNA ウイルスにおいて、良く保存されていま
す。 

本研究では、ウイルスゲノムの多様性を明らかにする⽬的で、100 株以上の⽷状菌を対象に RNA ウ
イルスの探索を⾏いました。その結果、RdRp が２つの遺伝⼦に分割されながらも増殖するという、従
来の定説とは異なる増殖メカニズムを持つ、新種の RNA ウイルスを発⾒しました。このことは、RNA
ウイルスのゲノムが、実は極めて⾼い可塑性を有していることを⽰唆しています。 

RNA ウイルスの中には、RdRp の遺伝⼦しか持たないものもあり、RdRp は RNA ウイルスの本体と
も⾔える酵素です。RdRp がすべての RNA ウイルスに唯⼀共通する酵素であることから、その分類や
多様性を調査することで、地球上の RNA ウイルス分布が明らかにされてきました。しかしながら、今
回、分割された形の RdRp を持つ RNA ウイルスの存在が確認されたことで、RNA ウイルスの RdRp
は単⼀の遺伝⼦によって作られるという前提が崩れ、今までになかった視点でのウイルス探索が可能
になります。これにより、今後、さらなる未知の RNA ウイルスが発⾒され、ウイルスの進化や多様性
への理解が深まると期待されます。 
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 研究の背景  
従来、ウイルスは病気に罹患した⽣物から⾒い出されるものがほとんどでした。しかし、2000 年頃か

ら、明確な症状を⽰していない様々な⽣物にも、RNA ウイルス注１）が⾼頻度に潜んでいることが知られ
るようになりました。このような潜伏するウイルスが、宿主細胞に対してどのような影響を与えているの
かは不明な点が多く、現在も研究が進められています。⼀⽅で、明確な症状を⽰していない⽣物から⾒い
出された RNA ウイルスの多くは、今まで⾒過ごされてきたウイルス種であることから、ゲノムの構造や
遺伝⼦の構成などに関して⾼い新規性を有しており、それらを調べることで、RNA ウイルスの進化や機
能に関する知識が⼤きく拡張されると考えられます。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、RNA ウイルスの多様性理解をさらに広げるため、ヒト病原⽷状菌の代表格として知られ
ているアスペルギルス属菌から、独⾃の⾼効率 RNA ウイルス探索⼿法を⽤いて、RNA ウイルスを探索し
ました。その結果、156 株の⽷状菌から 12 種類のウイルスを⾒出し、そのゲノムを決定したところ、新
種のウイルスが 8 種含まれていることが分かりました。また、そのうち、AfuNV2 と命名されたウイルス
のゲノム配列を精細に解読したところ、RNA ウイルスのゲノムの複製に働く RNA 依存性 RNA 合成酵素
（RdRp）注２）の遺伝⼦配列が、２つに分割されて別々の遺伝⼦として存在していることが明らかになり
ました（参考図右側）。これまで、RdRp は、単⼀の遺伝⼦にコードされると考えられており、１つのタ
ンパク質の中に、機能発現に必要な構成要素をすべて有するものしか知られていません（参考図左側）。
従って、今回発⾒された AfuNV2 ウイルスは、全く新しいタイプの RNA ウイルスだと考えられます。さ
らに探索を進めると、同様のタイプの RNA ウイルスが、植物病原⽷状菌のイネいもち病菌からも⾒つか
り、このような、従来の知⾒を覆す構造を持つ RNA ウイルスが、菌類に⼀定数感染していることが⽰さ
れました。 
 
 今後の展開  
百余年に渡るウイルス研究史上、RdRp が単⼀の遺伝⼦にコードされることは、１つの例外もない「常

識」として受け⼊れられてきました。しかし、分割型の RdRp が発⾒されたことで、RNA ウイルスが想
像以上に⾼い可塑性を有していることが明らかになりました。これは、ウイルス研究者がこれまで無意識
に排除していた「これまでとは異なる RdRp パターン」の存在に⽬を向けるきっかけとなり、さらなる未
知の RNA ウイルスの発⾒につながるものです。今後、なぜ分割されていても機能するのか、分割型 RdRp
にどのような利点があるのか、菌類ウイルス以外にも分割型 RdRp は存在するのか、といった疑問に迫
ることにより、ウイルスの進化や多様性の理解が深まると期待されます。 
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 参考図  

 
図 ウイルス増殖装置に関するこれまでの理解と本研究の成果 

これまでに知られている数千の RNA ウイルスの増殖装置（RdRp）は全て単⼀（不可分）でであると考
えられていたが、本研究により、RdRp が分割されている RNA ウイルスの存在が明らかになった。 
 

 ⽤語解説  
注１） RNA ウイルス 

⾃⾝の遺伝情報の担体として RNA を⽤いているウイルスの総称。ここでは、レトロウイルス（その⽣
活環において⼀時的に DNA を遺伝情報の担体として利⽤する RNA ウイルス）は含まない。 
注２） RNA 依存性 RNA 合成酵素（RdRp） 

RNA を鋳型として相補的な RNA を合成する酵素の総称。RNA ウイルス以外に真核⽣物などもこの酵素
を有しているが、RNA ウイルスの RdRp と細胞性⽣物の RdRp の間に有意な系統関係は⾒い出されて
いない。 
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 問合わせ先  
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